第２３回　第５部会（都市整備）　
（第１４回景観・緑化条例策定プロジェクト会議）概要

日　時：平成２０年９月２９日（月）午後６時００分～午後７時４５分
出席者：和田浩一、石亀裕、近井一夫、大平定子、河村信義、福川善衍、佐藤逸夫
事務局：企画Ｇ 五島主幹・山谷主査、土木公園Ｇ 矢吹主幹・福地主査
内　容：１．会議内容
　　　　　（１）条例案について
２．次回開催日、議題についての確認

配付資料：①ふるさとのぼりべつ　癒しの景観・みどりづくり条例（案）
　　　　　②（素案）から（案）への比較

　　　　　③条例（案）のつくり

１．会議内容

（１）条例（案）について

　　　□　・お手元にお配りしている資料について説明します。
　　　　　・【資料①条例（案）】ですが、事細かに条文化してしまうと、例えば環境の変化などがあった場合には条例の改正が必要になる。改正には議会の手続を含めて相当の時間が必要になることから、条例本文は、大まかな表現として捉え、細かな部分は、規則や細則の中で整理していく、ということを前提として考えてみた。
　　　　　・文言の整理などの細かい部分は、今後事務局の手伝いが必要になってくると思うが、今まで議論された内容が入っているかのチェックをしていただきたい。

　　　　　・【資料②の比較】ですが、今までの間議論してきた（素案）から、今日提示した（案）に移行した状況をまとめている。
　　　　　・【資料③のつくり】ですが、条例（案）と市の総合計画、都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ、景観形成基本計画、みどりの基本計画の関係や関係する法律、北海道や市の条例をまとめている。２では、条例の内容を人と組織の関係として図化している。以下、それぞれご覧頂きたい。
■前文について
　　　　　　・素案では、市の環境基本条例の組み込みを視野に入れていたため、世界規模の環境問題まで触れていた。しかし、今回取り組んでいる条例の範囲は景観とみどりに限ることになったため、全文の見直しを行った。
　　　　　　・今ある財産を次世代につなげていこう、まちの活性化や経済の活性化につなげていきたい。と言う基本的な考えで記述してみた。文言の整理等これからだが、後ほど意見を伺いたい。
　　　　　■【第１章　総則】第１、２条：目的
　　　　　　・目的を整理している。第２条では、市民参加で作り上げた３つの計画を達成させることを目的とする、としてアクションプランの位置付けを明確にした。
　　　□　・第１条についてだが、（素案）では“登別の豊かな環境”“人と動植物の共生”などの表現が具体的すぎた。細かすぎる表現は、異論が出やすくなる。また、細かな部分に縛られる恐れがあるため、抽象的な改正後の（案）の表現が良いと思う。
　　　□　■第３条：条例の対象
　　　　　　・市民は勿論のこと、企業、行政、観光客にも対象を広げている。明確に個々を謳った方が良いという意見もあったが、全てを謳い切るには無理があると思い、この様な表現にした。
　　　　　■第４条
　　　　　　・資料③つくり、を参照していただきたいが、この条例と関係する上位計画との関係、関連する法律、北海道条例、市の条例を列挙している。これらの計画等の遵守をあらためて記している。
　　　　　■【第２章　審議会等】第５、６条
　　　　　　・詳細な組織の中身には触れずに、位置付けだけを行っている。
　　　　　　・審議する組織と実働する組織を分けて考えている。

・詳細は規則で記していきたい。この条例案作りの取組は、条例だけでなく、規則の部分まで関わっていかなければならないと考えている。
　　　　　　・他の既存団体との連携についても、６条の組織の中に入っていただくことによって連携が図られると思う。
　　　　　■【第３章　山辺、川辺、海辺などを身近に感じられる景観づくりのﾙｰﾙ】【第４章　訪れる人々にも癒しと感動を与える景観づくりのﾙｰﾙ】
【第５章　みんなで進める景観づくり】
第７条～２７条まで
　　　　　　・（素案）と同じ流れで章立てを行い、条文を考えてみたが、結構だぶった表現があると思っている。
　　　□　・第４章１４条にランドマークの記載があるが、ランドマークは樹木に限らず建物も該当すると思うので、対象を広げたらどうか。
　　　　　・第５章１８条１９条で“市長は、優れた緑化活動、景観推進活動をしている個人、団体等に褒賞等の奨励を行うことができる”としているが、褒賞イコールお金をイメージしてしまう。お金に期待を抱かせない方法が良いと思う。
　　　□　・市の財政状況からお金を出すと言うことにはならないと思うが、表彰という表現などを考えたい。
　　　□　・ランドマークを維持するために必要なお金については、出すことはやぶさかではないが、褒賞金はどうかと思う。
　　　□　・法律的な文章が解らないで発言するが、前文の“そのために”の連続が気になる。改めた方が良い。また、“高い志”をもう少し和らげた表現が好ましいと思う。
　　　　　・３章と４章を一体化できないだろうか。タイトルでは、４章の“癒し”は３章が馴染むのではないか。
・４章は、まちなみが主であり、４章１４条はみどりであるため３章が馴染むと思う。
　　　□　・今回の（案）の様に、抽象化されたタイトル毎に章立てしてしまうと重複する部分が出てきたり、どちらに入れるのが良いのか迷ってしまう。章の分け方を行為毎に分ける方法もあると思っている。
　　　□　・２１条のモデル地区の指定は、市全域で同じ事をやるのではなく、意志のある地区を認めるのは大賛成。
　　　□　・鷲別岬についても賛成者、反対者それぞれいる。そこに住む地域の人たちで考えていくべきで、地域の意志がなければならない。
　　　□　・６条の“推進活動をする組織”と２６条の２で“景観形成推進組織、緑化推進組織”を一体にした表現が判りやすいのではないか。
　　　　　・市民全員が解る表現が望ましいので、例えばランドマークについては、※印で言葉の説明をするなどの工夫が必要と思う。
　　　　　・１８条から２０条は、褒賞、表彰の同じ内容であり、まとめる工夫が必要ではないか。
　　　□　・市長が表彰することになっているが、条例で設置される組織が市長に対して団体等を推薦するという仕組みや、表彰基準を定める必要がある。条例でそれを入れるのではなく、規則で決めていくのも方法だと思う。
　　　　　・資料として出された旭川市などでは、表彰に関する項目はあるのか。
　（事務局）・東川町にその制度はある。条例で規制だけをするのではなく、励みの部分としてこの様な制度を設けていると思う。
　　　□　・“奨励”は必要な言葉だと思う。また、奨励だけでは文言が収まらないので、表彰という表現ではどうか。
　　　　　・表彰と褒賞の使い分けがあると思うので、そのへんは事務局で考えてもらってはどうか。

　　　　　・２６条２項の推進組織の件だが、２６条の１項から繋がる２項であるので、２項の表現は、“６条２項の組織は、市長にその具体策を提言することができる”という表現が良いのではないか。
　　　　　・この条例案は、いつまで市に提言すれば良いのか。
　　　□　・我々の手で作ることが基本であるので、早く作ることに越したことはないが、自らで作ることを大事にしている。　
　　　　　・もっと幅広い意見を聴きたいとも考えているし、規則についても関わっていきたいと思っている。
　　　　　・事務局とうまく連携して、情報等を得ながら進めたいと考えている。
　　　□　・組織がすぐ動ける状況までを考えるのであれば、組織についての５条６条をもっと掘り下げなければならない。
　　　　　・このプロジェクトチーム数名の参加状況で作り上げる案なので、多くの人の意見をもっと聴いて作っていくべきと思う。
　　　□　・登別をどうしようかと考えてくれている大学フォーラム、議会フォーラムの意見もある。３条の表現は大きな構えが必要。この表現で良い。
　　　□　・条例案づくりのメンバーは１００人いれば良いというものではなく、この状態で良いと考えているが、この条例案に対する意見を多くの方々から頂く場面を作っていきたいと考えている。
　　　□　・市長の権限まで我々が作ることになるのか。
　　　　　・努めなければならない、努めるなど、語尾の表現が曖昧だ。
　　　　　・３章、４章のタイトルの解釈を補足する文言が必要だ。
　　　□　・他の市町も使っていると言うこともあるが、全ての人がやらなければならない部分もあるが、執行者となる行政の代表である市長と表現している。
　　　　　・語尾やサブタイトルについては、事務局から意見を聴いて整理をしたい。
　　　　　・これから何回も会議を開いて修正していかなければならないが、次回は、今回の意見を基に、章立てを含めて考えてみる。
　　　　　・また、同時進行で、事務局に条例に馴染む表現の検討をしてもらいたい。
　　　□　・判りやすい表現を望む。
２．次回開催日、議題についての確認

　　１０月２１日（火）、午後６時から、市役所３階　第２会議室

　　
議　題：条文案【第２版】について
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